
様式第３号 

令和５年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 64 学 校 名 県立袋井商業高等学校 校 長 名 山 本 耕 司 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 達成状況 評

価 成果と課題 

ア 

商業の学びと

実践との融

合、「学びのサ

イクル」の推

進 

・授業で学んだこ

とが袋商ショッ

プで役に立った

と感じる生徒 85%

以上 

・袋商ショップを

経験することに

より学びたい気

持ちが高まった

生徒 70%以上 

・「授業で学んだこ

とが袋商ショップ

で役に立った」

79.8% 

・「袋商ショップを

経験することによ

り学びたい気持ち

が高まった」70.4% 

Ｂ 

・普段の授業を通じて、挨拶や礼儀

を指導していく必要がある。店舗経

営において、簿記やマーケティング

の授業で得た知識を活用した。 

・取り扱う商品の適正な仕入数量を

把握したり、販売方法を工夫したり

する等、生徒が主体的に学べるよう

な指導を行う。 

 

袋商ショップ

の充実 

キャッシュレス

決済等の会計方

法改善とショッ

プ業務のスリム

化 

・キャッシュレス

端末が契約でき、

試験的に１台導入

した。広報活動で

は、全校生徒で行

っていたチラシ配

りをやめ、袋井市

のメール配信を利

用した。放課後に

実施していた講習

会を水曜７限に行

うなど改善した。 

Ａ 

・キャッシュレス決済の店舗内総売

上金額に対する割合は 25.6%であっ

た。今後は事前の告知と端末使用料

負担が課題である。 

・袋井市のメール配信を利用した

が、来場客数に大きな変化はなく、

一定の効果が出ている。 

・チラシのポスティングをやめ、放

課後に実施していた講習会等を７

限に実施することで、関係職員・生

徒の大幅な業務削減ができた。 

商業検定合格

者・資格取得

者の増加（中

上位層の学力

伸長） 

・1 年生の簿記、

情報処理、電卓検

定合格率全て 90%

以上 

・卒業までに１級

を取得する生徒

50%以上 

・１年生の資格取

得状況は、全商情

報処理3級96.8％、

全商ビジネス計算

(電卓）2級50.7％、

全商簿記 90.7％

(１月末) 

・３年生１級取得

生徒 34％ 

(１月末) 

Ｂ 

・情報処理検定３級、簿記検定３級

合格者は目標を達成したが、電卓検

定では２級を受検したため目標を

達成することができなかった。 

・３年生の検定１級取得者は 34％と

目標を達成することができなかっ

た。１年時から更に丁寧に検定指導

を行う。 

イ 
生徒の能力を

引き出す授業

の実践 

・板書や教材等、

授業の UD 化を実

践する教員 90%以

上 

・教育活動でクロ

ムブックを活用

し て い る 教 員

75％以上。 

・「板書、プリント

等、授業の UD化を

実践した」80.0％ 

・「教育活動でクロ

ムブック等 ICT 機

器を活用した」

82.9％ 

・「対話型・探究型

Ｂ 

・「板書、プリント等、授業の UD 化

を実践」が昨年度76.7％から80.0％

に上昇した。 

・新学習指導要領の運用に基づいた

クロムブックや ICT 機器の活用、対

話型・探究型の授業が定着してきて

いる。 

・「袋商で受けている授業に満足し
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・対話型・探究型

活動を取り入れ

た授業を行って

いる教員 75%以上 

・授業に満足して

いる生徒 80%以上 

活動を取り入れた

授業を行った」

82.9％ 

・「授業に満足して

いる。」76．1％ 

ている」生徒が昨年度 80.2％から

76.1％と減少していることは看過

できない。授業アンケート等を通し

て授業の難易度をはじめ、生徒の求

める授業を分析し、授業改善を行

う。 

基礎学力の定

着 

・年間を通して基

礎力診断結果に

向上が見られる 

・GTZ の D3 の生徒 

１年５人（９人） 

２年９人（23人） 

３年 15 人（３人） 

（ ）は解消人数 

Ａ 

・学期始めに学習時間を確保した

り、検査結果分析と授業改善を行っ

ている成果が出ている。また、各学

年の D3 生徒の補習や課題の結果、

多くの生徒が D3 を解消した。 

・朝学習や診断前の放課後補習を行

い、家庭学習課題の成果が反映され

た。また、事前に担任が学習の意味

や目標の設定を伝えたことにより、

学習意識が高まった。学習習慣の定

着まではできていない生徒がいる

ため、継続した働きかけや取組が必

要であり、中学段階の学習範囲が身

に付いていない生徒への対応や進

路実現に向けた意識の継続が課題

である。 

観点別評価の

実践と評価 

・評価規準に即し

た観点別評価を

実 施 し た 教 員

100% 

・評価方法・指導

方法について検

討した教員 100% 

・「評価規準に即し

た観点別評価を実

施した」97.1％ 

・「評価方法・指導

方法について検討

した」100％ 

Ａ 

・今年度から成績処理日を設け、集

中的に成績処理を行った結果、評価

ミスは皆無であった。 

・評価規準に沿った評価及びより良

い評価規準や評価材料の検討が進

んでいる。 

 

読書活動の推

進 

・年間で４冊以上

の読書をした生

徒 75%以上 

・年間４冊以上読

書をした生徒 

27.5％、見込みが

ある生徒 53.1％、 

計 80.6％（1月末） 

Ｂ 

・朝読書の時間を確保する必要があ

る。読書はすべての教科の基礎や感

性を育てる元となるものなので、読

書を勧める指導や環境づくりを継

続していく。 

ウ 

基本的な生活

習慣の確立 

・欠席年間 6回以

上の生徒 10%以下 

・朝食摂取率 90%

以上 

・欠席年間 6 回以

上の生徒 

12％（46人） 

１年６％（8 人） 

２年 19％（27人） 

３年９％（11人） 

・朝食摂取率 

94.8％ 

1 年 94.6％ 

2 年 93.3％ 

3 年 96.4％ 

Ｂ 

・コロナが5類移行した影響もあり、

欠席年間 6 回以上の生徒が 12％で

目標に若干届かなかった。 

長欠傾向にある生徒の状況把握を

行い、学年、教務課、保健課、管理

職で連携して、適切で迅速な対応を

行うことができた。 

・朝食摂取率は目標達成できた。基

本的生活習慣の確立を引き続き呼

びかけて行く。 

ビジネスマナ

ー(BM)指導の

徹底と改善 

・規範意識・ビジ

ネスマナーの育

成を意識した指

導を行っている

・「規範意識・ビジ

ネスマナーの育成

を意識した指導を

行った」97.1％ 

Ｂ 

・多くの生徒が袋商ショップや進路

決定を意識して的確な行動がとれ

た。校内外で自覚とプライドを持っ

た生活が概ねできている。  
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教員 100% 

・校則、指導基準

の見直しを昨年

度に引き続き実

施 

・年度内に校則を

ホームページに掲

載。男子頭髪、女

子眉毛の指導基準

の見直しを行っ

た。 

・中学校で校則の見直しが進む一方

で、本校の校則、指導基準を厳しい

と感じる生徒・保護者（アンケート

結果）が増加傾向にあるため、次年

度以降も継続して校則や指導基準

の見直しを行う。 

創造力と協働

力の育成 

・シヅクリ

PROJECT に参加し

た生徒の満足度

80％以上 

・探究（提案）型

プログラムへの

生徒派遣・参加奨

励 

・生徒の満足度 

参加生徒：３年 13

人、85％ 

・ビジネスリーダ

ー育成セミナー2

年 2 人参加 

・静岡文化芸術大

学にて 2年 140 人 

・「市議と話そう：

25 人」など 

Ａ 

・シヅクリ PROJECT では、生徒が中

心となり地域活性化を目的として

活動を行った。 

・ビジネスリーダー育成セミナーは

生徒２人が参加し、年６回の活動に

真面目に取り組んだ。大学授業体験

では、２年生が２グループに分かれ

て静岡文化芸術大学で「ユニバーサ

ルデザイン」「地域研究」の講義を

受け、新たな発見と商業の学びを深

める機会となった。 

エ 

希望する進路

の実現 

・２年終了時まで

に進路希望「未

定」０人 

・進路指導が適切

にされていると

考える生徒 80%以

上 

・２年終了時進路

希望「未定者」０

人 

・「進路指導（面談、

補習、情報提供）」

が適切に行われて

いる」83.6％ 

Ａ 

・生徒の進路希望に応じて適切な個

別指導を行うことができた。更に進

路課と学年部との連携や情報共有

を充実させていく。 

・「Handy 進路指導室」の導入など、

教員の進路指導力を高める研修や

指導体制を充実させる。 

多様な生徒の

支援及び特別

支援教育の充

実 

・３分間カウンセ

リング実施率 95%

以上 

・SC 相談件数年

間 20件以上 

・ケース会議の積

極的な開催 

・「３分間カウンセ

リング実施率」

99％ 

・SC 相談件数 

年間 19 件（1月末） 

・ケース会議回数 

年間 7回（1 月末） 

Ａ 

・相談できる体制、悩みを打ち明け

やすい環境を構築できた。 

・SC 相談（月 2回）が全校に浸透し、

生徒・保護者が気軽に相談できてお

り、多様な相談・悩みの解決に大変

役立っている。 

・初期対応としてケース会議を開催

することができた。 

オ 

地域連携・貢

献・協働の強

化 

・１部活動１ボラ

ンティアの実践

100% 

・地域防災訓練に

参加した生徒 90%

以上 

・「１部活動１ボラ

ンティアの実践」

100％ 

・「地域防災訓練に

参加した生徒」 

14.6％（津波警報

の影響で中止の地

区多） 

Ａ 

・１部活動１ボランティア開始３年

目となり、計画から実施の流れが軌

道に乗ってきた。各部活動で地域貢

献を意識した活動を工夫して実施

している。広報・ＰＲに繋げること

が今後の課題である。 

・各地区で防災訓練の中止が多かっ

たが、自然災害等について考える機

会を工夫していく。 

地域に根ざし

開かれた学校

づくり 

・学校 HP、SNS に

よる情報発信 

・広報ポスターに

加えて＋チラシ

作成年間６回以

上 

・専門高校合同説

明会開催 

・HP の毎日更新を

継続中 249(1 月

末）、学校公式イン

スタグラム フォ

ロワー900 人（1 月

末） 

・「学校 HP、SNS 等

による情報発信を

Ｂ 

・インスタグラムとＨＰとの使い分

けを模索している。どちらも学校に

親しみを持ち、よりよく知ってもら

う手段として、多くの職員が発信者

となり継続する。 

・ポスターに生徒の姿や活動を掲載

することで、生き生きとした学校生

活の様子や学校の特色を伝えるこ
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・学校行事等の運

営に参加した保

護者のべ 50 人以

上 

行った」62.9％ 

・ポスターチラシ

を９種作成し、配

布地区拡大した。 

・10 月に専門高校

等（５校）による

合同説明会を開催

した。 

・学校行事等の運

営に参加した保護

者のべ 41人 

とができた。 

・昨年に引き続き専門高校等合同説

明会を開催し、中学生・保護者に向

け、学校の特色や魅力を発信する機

会となった。 

・マラソン大会のボランティアは昨

年より多くの協力を得ることがで

きた。PTA 活動として定着を目指す。 

カ 
部活動と学校

行事の一層の

活性化 

・部活動に積極的

に参加している

生徒 70%以上 

・学校行事に積極

的に参加してい

る生徒 80%以上 

・「部活動に意欲的

に取り組んでい

る」85.9％ 

・「学校行事に意欲

的に取り組んでい

る」95.6％ 

Ａ 

・部活動にやりがいを感じ、意欲的

に活動している生徒が多い。一方で

部活動に活動意義を持てない生徒

や転部先で思うように活動できて

いない生徒が一定数おり、そのよう

な生徒をどのように指導していく

かが課題である。 

・学校行事の参加率が高く、また意

欲的に運営に取り組む姿勢が見ら

れた。 

・部活動や学校行事を通じて、心身

ともに逞しく成長する様子が見ら

れ、創立 100 周年行事に携われたこ

とも大きな要因である。今後、行事

等で更に生徒が中心となって運営

にあたることによって、より主体的

な姿勢を育成する。 

キ 
安全と環境に

配慮した教育

環境の整備 

・推奨される感染

症対策の徹底 

・定期的な校内点

検と迅速な対応 

・電気・ガス・水

道使用量 5%削減、

ごみ処分量 5%削

減 

・「マスク、換気、

密回避などのコロ

ナ対策など安全な

教育活動を心掛け

た」91.4％ 

・廊下窓からの転

落防止対策、放送

機器の修繕、職員

室空調整備を実

施。 

・「経費やごみの削

減を意識して業務

を行っている」

97.2％(昨年比削

減率)電気３％、ガ

ス90％、水道10％、

可燃ごみ 0.1％、不

燃ごみ 79％。 

Ａ 

・感染症対策として、引き続き手指

消毒・校舎内消毒を励行した。感染

対策や換気の徹底については、今後

も継続していく。 

・施設設備の修繕等保留案件は多数

あるが環境改善に関する予算措置

は厳しい状況にある。緊急性をもと

に執行順位を随時確認し安全な環

境を目指す。 

・すべての光熱水費で昨年比減とな

った。職員の私物の持ち帰りの取組

やごみを減らす意識が醸成された。

節約・削減を習慣化できるよう呼び

かけを継続する。 
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人権教育の一

層の推進 

・各学期のいじめ

アンケートでい

じめの可能性が

ある回答への聞

取り実施 100% 

・いじめが疑われ

る事案を認知後、

対応の遅れ０件 

・「いじめの可能性

がある回答への聞

取り実施」100％ 

・「対応の遅れ」０

件 

Ａ 

・アンケート記述から１学期に１

件、２学期に４件のすべて聞取りを

実施した。５件のうち、対応済２件、

対応中３件（１/11 現在）である。 
・アンケートを、年１回から年３回

に増やしたことにより、いじめの早

期発見・早期対応が可能となった。 
 

働き方改革に

対する組織的

取組 

・外部人材活用に

より教員に負担

軽減の実感があ

る 

・やめる・へら

す・かえるを活用

した業務改善５

件以上 

・職員安全衛生委

員会やストレス

チェック事業を

活用した職場環

境等の改善 

・「外部人材（部活

動、交通、進路等）

の活用により教職

員の負担軽減効果

があった」54.2％ 

・業務改善件数 

９件 

「既存の業務や行

事を見直し、業務

の精選、効率化を

図った」77.1％ 

・職員安全衛生委

員会を月１回開催

した。 

 

Ａ 

・県事業で部活動指導員３人、スポ

ーツエキスパート１人、文化の匠１

人、学習支援員４人を活用した。今

後も外部人材を積極的に活用する。 

・各分掌や学年において精選、効率

化に努める意識が高くなっている。

来年度は学級減・職員減に伴い、学

校行事や分掌業務・部活動、教育課

程の見直しを行う。 

・落ち着いて成績処理が行えるよう

に「成績処理日」を設けた。来年度

からは採点業務の軽減のためブラ

ウザ型採点システム「百問繚乱」を

導入する。 

・働きやすい職場環境を構築するた

め働き方改革とストレス対策等に

継続して取り組む。 

ク 
創立 100 周年

記念事業の実

行 

・式典、講演会の

開催 

・記念事業の実施 

・記念誌の発行 

・記念事業全体の

記録整理 

・11月 10 日記念式

典、記念講演 

・机椅子、緞帳・

スクリーンの購入 

・記念誌の発行 

・トートバック、

クリアファイル、

お茶、菓子 

・バナー（スロー

ガン・ロゴ）、ポス

ター、新聞広告 

・写真、記録 

・会計報告 

Ａ 

・同窓会・後援会・ＰＴＡと連携し、

バナーやポスターの作成、記念誌の

編集、記念事業や記念品など計画的

に行うことができた。 

・式典、講演会の運営も職員・生徒

が役割を果たし、素晴らしい式典で

あった。 

・記録整理、会計報告も滞りなく終

えることができた。 

 

 


